
 

 

1 

 

唐津市こども計画（仮称）策定業務 概要 

 

１．市町村こども計画 

こども基本法第１０条第２項において、市町村はこども大綱・都道府県こども計画を

勘案して「市町村こども計画」を作成することに努めることとされています。  

市町村こども計画（以下、自治体こども計画）は、既存の各法令に基づく市町村計画

と一体のものとして作成することができるとされています。 

既存の法令と一体のものとして自治体こども計画を作成することにより、区域内のこ

ども施策に全体として統一的に横串を刺すこと、住民にとって一層分かりやすいものと

すること、事務負担の軽減を図ることなどが期待されています。他方、地域の実情に応

じて個別に計画を作成し、それらを相互に関連計画として位置付け、内容に応じて適宜

参照しあうなど整合を図ることで、それらの計画を自治体こども計画と位置付けること

も可能です。 

 こども大綱は、こども基本法第９条第３項において、  

・ 少子化社会対策基本法第７条第１項に規定する施策 

（総合的かつ長期的な少子化に対処するための施策） 

・ 子ども・若者育成支援推進法第８条第２項各号に掲げる事項  

・こどもの貧困の解消に向けた対策の推進に関する法律第９条第２項各号に掲げる事項 

を含むものでなければならないとされています。 

従って、こども大綱を勘案して作成する自治体こども計画にも、上記３項目に相当す

る内容が含まれるものと解されており、これらを計画内容に盛り込むことが求められま

す。 

 

【参考】国・佐賀県の関連計画の構成 

国の「こどもまんなか実行計画 2024」（A）は、こども大綱の構成に沿って作られています。

佐賀県では７つの計画の取り組みを融合させ（B）、３分野で再構築しています。 
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２．唐津市におけるこども計画 

「唐津市こども計画（仮称）」は、こども基本法に基づく「市町村こども計画」とし

て、国のこども大綱及び佐賀県のこども計画を勘案し、令和 11 年度を終期として策定

します。 

唐津市のこどもに関する計画としては、令和 7 年 3月に「第三期唐津市子ども・子育

て支援事業計画」が策定されており、下図の❶～❹は当該計画で一体的に推進していま

す。❺「子ども・若者計画」に係る取組は新たに本計画に盛り込んでいく必要がありま

す。 
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今回策定のこども計画においては、要件として不足している「こども・若者支援に

ついての計画（こども・若者計画）」に重点を置いた内容となります。 

なお、上位計画となる佐賀県こども計画では、若者分野として子育てを応援する機

運の醸成、出会い創出、若者の就労支援、男女共同参画、困り感のある若者の自立支

援等について記載されています。その他、自殺対策やプレコンセプションケアの推進、

ワークライフバランスの充実、男性育休の推進等についても、近年支援が拡大してい

る分野であるとされています。 

 

【本計画のイメージ図】 

 

  



 

 

4 

 

３．本計画の構成イメージ 

取組の多くが「第三期唐津市子ども・子育て支援事業計画」と近似になると想定さ

れますが、市の上位計画・関連計画、県計画との整合を図るとともに、こども大綱を

勘案した計画として再構成する必要があります。 

わかりやすい明確な流れの提示が重要であり、こども大綱における重要事項・必要

事項に沿った構成を検討予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．計画期間について 

・唐津市こども計画（仮称）：令和８年度～令和１１年度（４年） 

・第三期唐津市子ども・子育て支援事業計画：令和７年度～令和１１年度（５年） 

※両計画の終了年度を統一し、令和１２年度からひとつの計画として見直しを予定 
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５．策定にあたり実施すること 

【アンケート調査の実施】：令和７年８月から令和７年９月末まで 

１ 調査対象者及び標本数（予定） 

唐津市内在住の１６歳から３９歳までの対象者３，０００人 

  ※一般的に「若者」とは、思春期（中学生年代～おおむね１８歳）と青年期（おお

むね１８歳～３０歳未満）を指しますが、一部施策ではポスト青年期（３０歳～

４０歳未満）までを対象とすることがあるため１６歳～３９歳の年代へアンケー

ト調査を予定しています。  

２ 調査方法 

 郵便による配布、ＷＥＢ回答とする。（回収率は２５％程度を想定） 

 

【こども・若者の意見聴取の実施】（案） 

本計画の策定にあたって、こども基本法第１１条の規定に基づき、こども・若者の意

見を本計画に反映させるため、当事者の意見聴取を行う。 

 

１．対面での意見聴取 

・実施方法：座談会、グループワーク、ワークショップ 

・対象者：唐津市内在住の 16 歳～29 歳 

・実施時期：令和７年１１月後半～令和７年１２月末 

 

【パブリックコメントの実施】：令和８年１月５日から令和８年２月５日まで 

こども計画案に関して市民向けにパブリックコメントを実施する。 

 

【成果品】 

（１）アンケート調査報告書：結果の取りまとめ・分析結果 

 （２）唐津市こども計画（仮称） 

・計画書：Ａ４判１００頁程度 

・概要版 

・こども向け概要版 

・こども計画概要説明動画 


